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はじめに  

那珂川市では、数多くの遺跡が存在しています。そのなかでも、安徳
あんとく

台
だい

遺跡は、弥生時代中期の集落

と墓域の移り変わりを遺跡の中で追うことができます。また、福岡平野における「奴
な

国
こく

」に比定されて

いる地域の拠点集落の様相を知ることができ、首長間の階層分化の実態を知る上で特に重要な遺跡であ

るとして、平成３０年１１月１６日に文化審議会から歴史的価値が高いと認められ、国史跡に指定して

保護をするように答申がなされました。そして平成３１年２月２６日に国の史跡に指定を受けました。   

そこで今回は、国史跡となった安徳台遺跡の詳細について説明します。この冊子が、貴重な安徳台遺

跡をより多くの人に知ってもらうきっかけになれば幸いです。 

 

弥生時代の安徳台遺跡 

 今回取り上げる安徳台遺跡は、福岡平野の最
さい

奥
おう

部に位置する安徳台という台地上にあります。この

台地は、阿
あ

蘇
そ

山
さん

の火
か

砕
さい

流
りゅう

で形成され、平野部との比高差が約３０ｍで、台地上が約１０万㎡あり弥生

時代中期の遺跡が見つかっています。本遺跡が営まれた弥生時代（約２,５００～１,７００年前）は、

大陸から稲
いな

作
さく

が伝わり、農
のう

耕
こう

を行うため人々は同じ土地に定住し、「ムラ」をつくりました。そして暮ら

しが豊かになると、人口が増えムラの規模は少しずつ大きくなり、次第に大型の建物も建てられるよう

になりました。また、ムラ同士がまとまっていき、やがて「クニ」（春日
か す が

市の奴国、糸島
いとしま

市の伊
い

都
と

国
こく

など）

が日本各地で成立します。一般の人々が亡くなると、石棺
せっかん

や木棺
もっかん

などに納められて埋葬されますが、権

力を持つ首長（有力者）が亡くなると墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

が造られ、棺
ひつぎ

に副
ふく

葬
そう

品
ひん

が多く入れられました。このよう

な埋葬施設などは、各地域で違いがみられ、北部九州では、甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

と呼ばれる土器を棺に利用した埋葬

が弥生時代の前期から行われ、安徳台遺跡でも甕棺墓が見つかっています。 

 安徳台遺跡は調査によって、集落跡として１３０軒以上の住
じゅう

居
きょ

が見つかり、その中でも２号住居は、

中期中頃としては日本最大級の大きさで、青
せい

銅
どう

器
き

の鋳
い

型
がた

や勾
まが

玉
たま

などが出土しています。 

墓域では、甕棺墓

が見つかり、その中

でも２基の甕棺墓

（２号甕棺、５号甕

棺）からは、多くの

副葬品が出土し、こ

の地を治めた首長

のお墓であること

が分かりました。 

それでは次に、こ

れまでに行った調

査の成果と特に遺

跡の時期ごとの様

子について詳しく

見ていきたいと思

います。 ▲上空から見た安徳台遺跡  台地全体の広さは裾
すそ

野
の

を含めて約 22万 5千㎡あります。 
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これまでの調査 

 安徳台遺跡では、平成９年度から平成１５年度、平成２０年度から平成２１年度までの９ヶ年にわた

る現地調査が行われています。調査面積は、約２万３千㎡で、台地上の約２３％になります。ここでは、

これまでの調査の中で特に重要な調査成果があった年度に注目してその内容を紹介していきます。 

平成９年度の調査では、遺跡の広がりや時代を把握するため、グリッドという一辺約５ｍの正方形に

調査範囲を２５ゕ所設定して調査を行いました。その結果、弥生時代を中心とする遺跡が広がっている

ことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲これまでの調査場所 

◀平成１３年度調査時 ２号住居の遺跡見学会の様子 

平成１３年度の調査では、中期中
ちゅう

葉
よう

の２号住居が見つか

りました。平面形は円形で、大きさは直径１４.６ｍもありま

した。また滑石
かっせき

製の鋳型などが出土しました。当時、遺跡見

学会が開かれた際に、２００名以上の見学者に取り囲まれて

も、一度にみることができた程、非常に大きな住居でした。 

◀平成１５年度調査時 右：２号甕棺 左：５号甕棺 

平成１４・１５年度の調査では、本遺跡で初めてお墓（甕

棺墓）が見つかりました。中期後
こう

葉
よう

の甕棺が大きな墓
ぼ

壙
こう

の中

に６基埋葬されていました。その中でも一番深いところに

は、甕棺が２つ並んで埋葬されていました。これらの甕棺の

中に、人骨や大量の貝
かい

輪
わ

など、甕棺の外には、鉄
てっ

剣
けん

と鉄戈
て っ か

が

副葬されており、有力者のお墓であることがわかりました。 
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弥生時代中期前葉 

の集落と墓域の特徴 

集落 

右の図からもわかるよ

うに、中期前
ぜん

葉
よう

の集落は、

台地の西半を中心に住居

跡が見つかっています。見

つかった住居跡は１０軒

で、平面形は円形１軒、長

方形が３軒、方形５軒、不

明が１軒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墓域 

台地の北半中央にあるウソ谷と呼ばれる谷部の東側、

北側へ延びる細長い尾根上の先端部で見つかりました。

この尾根上は平坦で、幅約１０ｍ、長さ約４０ｍの範囲

に墓壙も含め、８基の甕棺墓を確認しました。検出した

甕棺の主軸は、いずれも南北を向いていました。さらに、

盛土を持つことから、墳丘墓であることがわかりました。 

中期前葉のお墓の存在は想定されていましたが、発掘

調査によってその存在が裏付けられたことは、重要な成

果と言えます。 

 

▲上空から見た１５号住居 

方形で、大きさは一辺約６ｍです。床面には、柱

の跡の穴が多く見つかっています。遺物は、甕、壷、

鉢、器
き

台
だい

の欠片が出土しました。 

▲８号住居 

円形で、大きさは直径約８ｍです。床面には、炉
ろ

跡と思われる焼
しょう

土
ど

が

見つかりました。遺物は、鉢
はち

の完形品、壷や甕
かめ

の欠片が出土しました。 

▲中期前葉の墓域 

・・・甕棺墓 

④  

③  

⑦  

⑥  

⑤  

⑧  ①  

②  

ウ
ソ
谷 

（➀～➇） 

中期前葉 中期前葉の住居分布図▶ 

（図の上が北） 
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弥生時代中期中葉 

の集落と墓域の特徴 

集落 

中期中葉の集落は、台地

の西半から東半にかけて広

がりをみせます。調査では

ウソ谷を取り巻くように住

居が見つかっています。見

つかった住居は９軒で、平

面形は円形２軒、長方形１

軒、方形５軒、不明１軒で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墓域  

中期前葉の墓域の南側の細長い尾根上で見つかりました。

尾根上は、やや平坦な地形となっており、で幅約８ｍ、長さ

約４０ｍの範囲に墓壙、４基の甕棺墓を確認しました。甕棺

の主軸は、いずれも東西を向いていました。調査の結果から、

中期前葉の墓域と同じく墳丘墓と考えられます。 

 

▲上空から見た２号住居  

直径が１４.６ｍもある円形の住居で、この時期では日本

最大級です。また、屋根を支える柱は１６本確認していま

す。遺物は、滑石製勾玉、細
ほそ

形
がた

銅
どう

剣
けん

の鋳型、舶
はく

載
さい

鋳
ちゅう

造
ぞう

鉄
てっ

斧
ぷ

の再加工品である鉄器等が出土しました。特に舶載鋳

造鉄斧の再加工品は大陸とのつながりを示すものです。 

▲７号住居 

長方形で、大きさは東西約３ｍ、南北約３.３ｍです。床面

の中央には長方形のような土坑があります。また、四隅に

は屋根を支える柱穴が見つかっています。遺物は、壷と甕

の欠片が出土しました。 

▲中期中葉の墓域 

・・・甕棺墓 ④ 

③ 

② 

ウ
ソ
谷 

（➀～➃） 

①  

中期中葉の住居分布図▶ 

（図の上が北） 

中期中葉 
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弥生時代中期後葉 

の集落と墓域の特徴 

集落 

右の図からもわかるよう

に、中期後葉になると集落

は、台地の東半を中心として

住居が見つかっています。見

つかった住居跡は９軒で、平

面形は円形４軒、長方形１

軒、方形４軒です。集落の中

心が西から東へと変わって

いることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墓域 

この時期の墓域は、ウソ谷の西側で新たに設定さ

れます。巨大な墓壙（４ｍ×５ｍ）が掘られ、合計

６基の甕棺墓が埋葬されていました。有力首長であ

る２号甕棺では、被葬者の右腕に４３個以上の貝輪

が身に着けられていました。また、鉄剣や鉄
てっ

戈
か

、ガ

ラス製勾玉等の装飾品といった副葬品が豊富に見つ

かっており、２号甕棺には男性、５号甕棺には女性

の人骨が、それぞれ遺
い

存
ぞん

していました。 
▲右：2号甕棺 左：5号甕棺 

甕棺の内側は、朱
しゅ

で赤く塗られていました。 

円形で、大きさは直径約１０ｍです。床は２段に掘ら

れ、それぞれ周囲に水よけや壁を保護する板を貼るため

の壁溝がめぐっています。遺物は、多量の土器と、銅鏃

や天河石で作られた小玉といった大陸とのつながりを示

す品々が出土しています。 

◀銅
どう

鏃
ぞく

（１８号住居出土） 

中国で使用されていた漢式鏃の一つ

で、青銅製の三
さん

稜
りょう

鏃
ぞく

です。 茎
なかご

は、短く

変形した六角形をしています。残存長

は、約２.３㎝です。住居からの出土は、

これが日本初でした。 

 

◀子
こ

玉
たま

（１８号住居出土） 

韓国で産出されるアマゾナイト

（天
てん

河
が

石
せき

）で作られています。この

時期には珍しい物です。 

 

ウ
ソ
谷 

◀１８号住居 

 

中期後葉の住居分布図▶ 

（図の上が北） 

中期後葉 
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弥生時代後期前葉 

の集落と墓域の特徴 

集落 

右の図からもわかるよう 

に、後期前葉になると集落は

ウソ谷西側に集中します。見

つかった住居は５軒で、平面

形は円形２軒、方形３軒で

す。台地上ではこの後の集落

が見つかっていない為、弥生

時代終末には、台地下へ移動

したと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

今回は、安徳台遺跡のこれまでの調査成果として、主に弥生時代の集落と墓域の内容について、時期

を追って紹介しました。集落の特徴からは、調査で１３０軒以上の住居が見つかり、そのうち時期がわ

かる３３軒について見ていくと、台地の西半から東半へ移り変わっていったことがわかります。また、

大陸との交流の証となる漢式鏃なども出土しました。墓域の特徴からは、見つかった甕棺墓の特徴とし

て、豊富なガラス製品や大変貴重な貝輪が大量に見つかるなど、被葬者が「奴国」を構成する地域の拠

点集落における有力な首長であるだけでなく、特別な役割や立場であった可能性が考えられます。 

このような貴重な調査成果も踏まえ、安徳台遺跡は国の史跡として指定されました。そして、これま

で開発による大きな破壊を受けていないため、今なお台地上には、当時の様子を知ることができる貴重

な遺跡が眠っています。このように歴史的価値の高い遺跡を大切に守ることで未来へ引き継ぎ、活かし

ていくことは、現代を生きる私たちの大切な役割ではないでしょうか。 

▲上空から見た２３号住居 

一辺約３.５ｍの方形で、床面に柱穴が数個あ

ります。甕や器台などが出土しました。 

▲上空から見た２５号住居 

直径約７.２ｍの円形で、床面の外周に壁溝、中央に炉跡、柱穴があ

ります。底に孔
あな

が開いた甕や丹
に

塗
ぬ

りの壷などが出土ました。 

ウ
ソ
谷 

後期前葉の住居分布図▶ 

（図の上が北） 

後期前葉 
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※地図上の 1は安徳台遺跡群の範囲を示しており、実際の指定範囲とは異なります。 
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